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膀胱腫瘍と診断された異所性前立腺ポリープの1例

藤田記念病院泌尿器科(院 長=藤 田幸雄)

石田 武之,宮 崎 公臣,横 山 修,藤 田 幸雄

国立金沢病院研究検査科(部 長=渡 辺駅七郎)

渡 辺 験 七 郎

ECTOPIC PROSTATIC POLYP PREOPERATIVELY DIAGNOSED 

       AS BLADDER  TUMOR  : A CASE REPORT

Takeyuki Ishida, Kimiomi Miyazaki, Osamu Yokoyama 

              and Yukio Fujita 
    From the Department of Urology, Fujita Memorial Hospital 

              Kishichiro Watanabe 
  From the Department of Pathology, Kanazawa National Hospital

   We report a case of ectopic prostatic polyp preoperatively diagnosed as bladder tumor. Several 
examinations highly suggested the possibility of a bladder tumor invading prostatic tissue, but the 
exophytic lesion was located proximal to the verumontanum. Transurethral resection of the lesion 
was performed, and the histological examination revealed typical findings of benign prostatic hyper-

plasia. 
   We reviewed 42 cases of ectopic prostatic tissue reported in the Japanese literature. Ectopic 
prostatic tissue should be considered in the differential diagnosis of hematuria in the male. 

                                               (Acta Urol. jpn. 36: 1337-1341, 1990) 

Key words: Ectopic prostatic polyp, Bladder tumor, Hematuria

緒 言

異所性前立腺組織は,比 較的稀な疾患であ り,男 子

血尿の原因の1つ として報告されている,今 回われわ

れは,肉 眼的血尿を主訴として当科を受診し,膀 胱腫

瘍を疑わせた異所性前立腺ポリープの1例 を経験 した

ので報告する.

症

患者:58歳,男 性

主訴:肉 眼的血尿

例

既往歴:糖 尿病,高 血圧にて治療中.

家族歴:特 記すぺきことなし

現病歴=1986年7月,肉 眼的血尿にて某院の泌尿器

科を受診し,膀 胱腫瘍の疑いにて膀胱生検が施行され

た(病 理組織学的診断は悪性像なし).そ の後同院を

受診せず放置していた.糖 尿病治療のため他院通院

中,本 年4月,再 び肉眼的血尿を認めたため当科を紹

介されて受診した.

入院時現症=前 立腺は,直 腸指診にてクル ミ大,表

面平滑で弾性硬.

入院時検査成績=検 尿所見 ・蛋白(2+),糖(2

+),pH6,RBC無 数,WBC無 数,尿 中細菌培養:

緑膿菌lo7/m1以 上,尿 中細胞診=classI・ 血液生化

学検査:検 血,肝,腎 機能検査,血 沈,CRPに 異常

なし.前 立腺腫瘍マーカーもPAPLOng/ml,PA

L5ng/m1,γ 一Sm1.5ng/mlと 正常であった.

膀胱鏡検査:茎 は明らかではないが前壁方向より下

垂する非乳頭状の腫瘤が認められた.膀 胱粘膜の他の

部分には全体に発赤が認められた.

X線 学的検査:排 泄性尿路造影像で上部尿路には異

常所見はみられないが,排 泄性膀胱像に不完全陰影欠

損像が認められた(Fig・1).逆 行性尿道膀胱造影で

も膀胱頸部付近および前立腺部尿道に不整な陰影欠損

像が認められた.CTス キ ャンでは,膀 胱頸部より膀

胱内に突出する腫瘤が認められた(Fig.2).ま た,
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経腹壁 的超音波像で は,表 面やや エコー輝度の高い

27×20mmの 腫瘤が認められ,前 立腺組織との連続

性がみられた.以 上の所見より,膀 胱腫瘍の前立腺内

への浸潤が疑われたため,1989年4月25日,腰 麻下

に,生 検 を兼 ねて腫瘤 のTUR(transurethral

resection)を 施行した.

手術所見;腫 瘤は膀胱内には存在せず,前 立腺部尿

道の精丘部近位側より発生し,長 い茎を持って膀胱内

腔に突出していた(Fig・3).腫 瘤 表面は比較的平滑

で淡黄色であった。

病理組織学的所見:組 織は大部分腺管構造を有する

上皮成分に富むもので,間 質に慢性炎症性細胞を伴っ

ていた.腺 管構造を有する組織は,前 立腺の典型的な

過形成組織であり(Fig・4),前 立腺特異抗原を使用

した免疫染色にて,強 陽性を示 した(Fig.5).

以上 より,尿 道に発生した異所性前立腺 ポリープと

診断された.

術後経過は良好であったが,排 尿困難の訴えがあっ
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TablcLEctopicprostatictissuereportedinJapan

報告者 報告年 年齢 臨床症状
発生部位
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尿意頻数

排尿困難,肉 眼的血尿

肉眼的血尿

血精液症

顕微鏡的血尿

肉眼的血尿

血精液症,排 尿困難

顕微鏡的血尿

肉眼的血尿

肉眼的血尿

尿道出血

顕微鏡的血尿

肉眼的血尿

肉眼的血尿

肉眼的血尿

肉眼的血尿

頻尿,残 尿感

排尿困難

排尿困難,肉 眼的血尿

肉眼的血尿,排 尿困難

顕微鏡的血尿

尿道出血

肉眼的血尿

顕微鏡的血尿

肉眼的血尿

顕微鏡的血尿

肉眼的血尿

肉眼的血尿

肉眼的血尿

血精液症

肉眼的血尿,尿 閉

肉眼的血尿

肉眼的血尿

肉眼的血尿

肉眼的血尿

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

左側壁

右尿管口内側

左尿管口外側

膀胱頸部

左側壁

尿路外(骨盤内腫瘍)

前立腺部

全て
前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

前立腺部

左側壁

切 除

不 明

試 切

TUR

不 明

不 明

不 明

不 明

TUR

試 切

TUR

TUR

切 除

膀胱部分切除

前立腺切除

粘膜 下切除

腫瘍摘 出

TUR

腫瘍摘 出

TUR

TUR

TUR

TUR

生 検

生 検

生 検

TUR

TUR

TUR

TUR

生検,凝 固

TUR

生 検

生 検

TUR

たため,後 日,TUR-Pを 施行した.病 理組織学的に

は前回切除したものと同様に前立腺の過形成の像が認

1められた.

考 察

異所性前立腺組織は,本 来の尿道粘膜下あるいは筋

層内の前立腺部に存在すべき前立腺上皮組織が他の尿

路あるいは尿路外に存在するものとして定義されてい

る.そ の成因としては胎生期の発生異常,前 立腺組織

の脱出,移 行上皮の異形成,な どの説が考えられてい

る.

1913年にRandaliDが 男子尿道 にみられた良性ポ

リープについて報告 してお り,1962年 にNesbit2)が

前立腺部尿道ポ リープに酸性フォスファターゼ染色を

施行し,こ のポ リープが前立腺上皮由来であることを

明らかに して以来その存在が認められている.

本邦では1961年 に浜田ら3)が後部尿道乳頭状腺腫と

して最初の報告をして以来,本 症例を含めこれまでに

42症 例の異所性前立腺組織 が報告3-22)さ れ て いる

(Table1).最 初の頃の報告例では,本 症例のように

前立腺特異抗原を使用した免疫染色にて陽性の有無を

確認はしていないが,そ の組織の病理学的特徴 より異

所性前立腺組織として報告されている.

報告されている42例 の異所性前立腺組織の内35例

(83%)は 前立腺部尿道に発生した症例であ り(Table

l),本 症例も前立腺部尿道に有茎性腫瘤として認めら
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Table2。Ectopicprostatictissueinthettrethra(68cases)

1)ComplaintsHematuria

B糊,,eq。,n,yl

2)LocationVerumontanum

65(96%)

Intermittentgrosshematuria46(68%)

Baseofverumontanum

Distaltoveru皿ontanurn10(15%)

Posteriorurethra19(27%)

Microscopichematuria

28(41%)

27(40%)

12(18%)

19(28%)

<ButterickJ.D.etal.1971>

れた.そ の他の発生部位としては膀胱内がほとんどで

あった,膀 胱内においても,膀 胱頸部より三角部にか

けての粘膜下にみられる前立腺組織は,subcervical,

subtrigonalglandsと 呼ばれ,す ぺての男子に認め

られる ものでは ないが正常範 囲の発生と考え られて

いる17).

本邦 で報告されている症例の年齢は12歳 より74歳,

平均45歳 でそのほとんどが思春期以降の成人であった

(Tablel).臨 床症状の中では血尿がもっとも多く,

これらの症状は異所性前立腺組織の発生する部位に関

係しているものと推測される(Tablel).

1971年,Butteric24>ら は尿道に発生した異所性前

立腺組織の68例 についてまとめ,本 症の発生年齢が13

歳 より63歳,平 均31歳 で,そ の約半数が16歳 より35歳

であったと報告している.ま た,主 訴は血尿がもっと

も多く68例中65例(96%)に 認められたとし,発 生部

位では精丘部(verumontanum)が 最 も多かった(40

%)と 報告 している(Table2).

治療は,切 除術式の違いはあるにせよ腫瘤の単純切

除が行なわれてお り,再 発例 も稀に報告 され てい

る10・19,2t・25)が悪性化したとの報告例はない.最 近の

報告例では,TURに て治療されているものが多く,

術後の病理診断にて悪性像が否定されれば,そ の後の

経過観察に てたとえ再発が認められてもTURに よ

る治療にて充分と考えられる.

本症例は,術 前の種々の検査によって膀胱腫瘍と診

断されたが,TUR施 行時に尿道より発生した腫瘤と

確認された.本 症例においては,切 除された組織と本

来の前立腺組織との境界については,病 理組織学的に

は切除切片の断端の状態が悪く検索はできなかった.

病理組織学的所見においては,最 初に切除した尿道腔

内に突出した腫瘤(異 所性前立腺組織)と 後に施行し

たTURに て切除された前立 腺組織とは,と もに前

立腺の過形成の像を示し同一所見であった.そ のため

本来の前立腺組織の尿道腔内への乳頭状突出も否定で

きない.こ の点については本症例のように同一症例に

おいて,異 所性前立腺組織と本来の前立腺組織とを病

理組織学的に比較してある以前の報告例はほとんどみ

られておらず,詳 細は不明である.

結 語

膀胱腫瘍と診断された異所性前立腺ポ リープの1例

を若干の文献的考察を加えて報告した,異 所性前立腺

ポ リープは男子血尿の鑑別診断上考慮されるぺき疾患

であると考えられた.

稿を終えるにあたり,御 校閲を賜った金沢大学医学部泌尿

器科学教室,久 住治男教授に深甚なる謝意を表わします.

本論文の要旨は,第43回 北陸医学会総会泌尿器科分科会

(第345回 日本泌尿器科学会北陸地方会)に て発表した.
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